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消費者庁における普及啓発の取組

１．インターネットを活用した情報発信

消費者庁サイトで公表するほか、ツイッター及びフェイスブックで情報発信。

２．チラシ（電子チラシを含む。）の配布

チラシを関係省庁・団体等と連名で作成して全国の地方自治体（消費者センター等）から住民に
配布するほか、チラシの内容に応じて関係団体にも配布を依頼。

（葉書を使った架空請求への注意喚起の場合は郵便局、補聴器購入時の専門機関への相談呼びかけの場合には

老人クラブや全日本ろうあ連盟など。）

３．学校の授業用教材の作成、授業での活用

「社会への扉」という教材を作成し、高校の家庭科等の授業で消費者被害防止のための授業を
実施。来年度から全国の高校で実施する予定。

４．イベント等でのＰＲ

吉本興業の劇場で消費者ホットラインをＰＲするほか、消費者月間というイベントを吉本興業の協
力を得て動画でＰＲ。

５．表彰等

消費者利益の擁護・増進のために各方面で活躍されている方々を表彰する制度として、「消費者
支援功労表彰」を実施。
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インターネットを活用した消費者庁の情報発信
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チラシの例①：ギャンブル等依存症対策

★若者の皆さん、ちょっとしたビギナーズラック
に注意しましょう。
○ 若いころにギャンブル等を始めると、
のめり込みの病状が深刻になりやすいと
言われています。
なお、法令で定められた年齢に達しない方

が、ギャンブル等をすることは禁止されて
います。

★一旦のめり込み、周りに嘘をつき始めると、
気合や根性では抜け出すことができません。
○ ギャンブル等への「のめり込み」から「回復」し、健康な
生活を取り戻すには、同じ問題を抱えた人同士でつながり、
また、専門家の支援を受けることが重要です。

○ ただし、御本人の主体性が「回復」への原動力となります。

★借金の肩代わりは禁物です。
○ よかれと思っても、借金の肩代わりをしてしまうと、御本人
が問題に向き合い、立ち直る機会を奪ってしまいます。

◆ ギャンブル等依存症対策は、「ギャンブル等依存症対策基本法」に基づき、関係省庁が連携の上で
取組を進めます。毎年５月の「ギャンブル等依存症問題啓発週間」の機会等を通じ、啓発活動も強化
していきます。

◆ 借金があるのに、「次こそ勝つ！」と思いながらギャンブル等を続けている方はいませんか。
少しでも気になることがある場合は、御相談したい内容に応じて、各窓口へ。

【相談先となる窓口の情報などが掲載されています。】

（消費者庁ウェブサイト https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/caution/caution_012/）

注意すべきポイントは？

★ギャンブル等をしているときの様子が急激に
変化している方は周囲にいませんか？
○ 「興味を持ち、楽しんでいる」だけなのか、「のめり込み、
止められなくなっている」のか、慎重に様子を見てください。

気になることがある場合は？

消費者庁 ギャンブル等依存症 検索

「のめり込み」にはくれぐれも御注意を
～ギャンブル等は「適度に」たしなみましょう～

「ギャンブル等依存症対策基本法」が平成30年10月に施行されました！

【平成30年11月作成】
（作成取りまとめ：消費者庁）

★ギャンブル等にのめり込むと、御家族などの
周囲の皆さんにも影響が及びます。
○ ギャンブル等依存症は、ギャンブル等にのめり込み、
コントロールができなくなる精神疾患の一つです。

○ ギャンブル等依存症により、日常生活や社会生活に
支障を生じることがあります。
すなわち、ギャンブル等依存症は、借金の問題だけ

でなく、うつ病の発症などの健康問題、さらに、自殺
などの社会問題を引き起こすこともあります。

★ギャンブル等依存症は、誰でも陥ってしまう
おそれがあります。
○ 「仕事がうまくいかない」といったストレスや、孤独感
などがきっかけとなってギャンブル等に頼るようになって
しまうことによって、ギャンブル等への「のめり込み」が
始まってしまう可能性があります。

○ 「意志が弱い」、「だらしない」といった性格が原因と
なる疾患ではありません。

ギャンブル等依存症とは？

★分かっているのにやめられない。。。
ギャンブル等依存症のサインでは？
○ 負けを取り戻すために、ギャンブル等をしていませんか。
○ ギャンブル等のために、周囲の皆さんに嘘をつき、お金を
借りていませんか。
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チラシの例②：葉書を用いた架空請求への注意喚起
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チラシの例③：補聴器
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学校の授業で活用できる教材の作成・普及①

〇「社会への扉」パワーポイント版
授業での画像投影などの活用を想定し、
パワーポイント版を消費者庁HPに掲載
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学校の授業で活用できる教材の作成・普及②

生徒用教材、教師用解説書と映像教材（消費者教育ポータルサイトで視聴可）のセット



8

イベント等でのＰＲ

出典：マイナビニュースhttps://news.mynavi.jp/article/20180804-674172/
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ファッションモデルとして活躍されている冨永愛氏に、エシカルライフスタイルSDGsアン
バサダーに御就任いただき、広報活動への御協力を頂く。
消費者庁が依頼するイベントへの参加や、SNSやメディアを通じた消費者庁が実施す
る啓発施策に関する発信を行う。

イベント等でのＰＲ
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